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　市内の図書館や学校などで、本の読み聞かせやパネルシアター、紙芝
居などの長年にわたる社会に奉仕する活動（ボランティア活動）が認めら
れ、春の褒章で授与されました。
　池田コスモスの会は平成5年4月に発足し、コロナ禍においても週1
回以上の活動を29年間続けられ、読み聞かせを通じて子ども達との交流
を大切にしてきたボランティア団体です。

緑綬褒章おめでとうございます！
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福祉総合相談 悩　み 心　配困りご
と

日頃抱えるさまざまな悩みや法律的な問題について、相談員や弁護士が相談に応じます。
相談は無料です。お気軽にご相談ください。

電話 での相談にも対応しておりますので、お気軽にご相談ください。

※事前予約が必要です。

※8月は4日から8日に変更しています。

法律相談 弁護士：大西聡法律事務所　所属弁護士

令和4年 8月8日 月曜日 本所・池田支所 13:00 ～ 16:00 72-5715

令和4年 9月1日 木曜日 西祖谷支所 13:00 ～ 16:00 87-2088

令和4年 10月6日 木曜日 本所・池田支所 13:00 ～ 16:00 72-5715

一般相談 日常生活の悩み、心配ごとに関する相談

三 野 支 所 毎月第2火曜日 13:00 ～ 15:00 77-2882 三野老人福祉センター

井 川 支 所 毎週火曜日 13:00 ～ 15:00 78-3140 三好市井川支所

池 田 支 所 毎週水曜日 13:00 ～ 15:00 72-5885 社協本所・池田支所

山 城 支 所 毎月第3水曜日 13:00 ～ 15:00 86-2434 三好市山城支所

西祖谷支所 毎月第3木曜日 13:00 ～ 15:00 87-2088 西祖谷老人福祉センター

東祖谷支所 毎月第2木曜日 13:00 ～ 15:00 88-2688 祖谷の歴史館
（8月のみ第3木曜日）

●寄付のお礼●
善意銀行

次の方々から社会福祉協議会にご寄付をいただきました。

大西　春光 様（井川町）
匿名の方から（1件）（池田町）

（令和4年4月1日～令和4年5月31日受付分）

～ありがとうございました～
ご寄付は社会福祉事業に有効に活用させていただきます。

■香典返し
中川千代子様 （池田町）
■チャリティーコンサート収益金としてチャリティーコンサート収益金として

生活福祉資金特例貸付
申請受付期間が

令和4年8月31日まで
延長されました

三好市社会福祉協議会では、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による休

業等により収入が減少し、生活資金

でお悩みの方に生活福祉資金の特例

貸付の受付を行っています。

まずは、ご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　（☎72-5715）

　6月16日（木）に井川中学校生徒会さまか
ら車いすをご寄贈いただきました。
　この車いすは、「こんまいこんまいプルタ
ブじゃけど、でっかい力のボランティア」を
合い言葉に井川中学校の生徒や教職員、た
くさんの方の協力でプルタブを800㎏（約
160万個）集め、車いすに替えたものです。
　ご厚意に感謝し、いただいた車いすは本
会の事業に活用させ
ていただきます。
井川中学校のみなさ
ま、ありがとうござ
いました。

読み聞かせボランティア　池田コスモスの会

車いすを
ご寄贈いただきました。
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（1）ふれあい郵便事業
井川・池田・山城支所では一人暮らし高齢者宅

へ安否確認のためお便りを送っています。届ける手
紙やハガキは小中学校の児童生徒や地区住協、ボラ
ンティアの方々にご協力いただいています。

　  ●送付数　2,614通

（2）食事サービス事業
一人暮らし高齢者等の世

帯に調理・配食ボランティ
アにより手渡しによる安否
確認を行っています。

　  ● （年間）三野支所 631食
　　    　　　池田支所1,116食
　　    　　　山城支所 315食

②

　令和３年度事業計画に基づき、皆さまにご協力いただきました社協会費や寄付
金をはじめ、市からの補助金や委託料、県共同募金会からの配分金、また介護保険
事業等に伴う介護報酬を財源として次の事業を実施しました。

　ボランティアの相談に応じ、活動先の紹介や情報提
供を行いました。学校・施設への福祉機器の貸出や出
前講座を行い、ボランティアの啓発を行いました。

●ボランティア登録　62団体、1,849人
●中学生ボランティア　体験　2件、7人
●福祉教室講師派遣　8学校（防災教室含む）
●ボランティア講座等　4回、156人参加
●フードバンク　提供　47世帯、寄付受入　26件

声かけ合って 支え合い　誰もが安心して暮らせるまちづくり

主な事業内容

③

　理事15名・監事3名・評議員28名で構成され、事業・
予算及び決算関係等を審議、決定を行う会議を開催い
たしました。

●理事会4回、評議員会3回、監査1回
●評議員選任・解任委員会1回
●所轄庁一般指導監査1回

会 議 等 の 開 催

　令和２年度から４年間を計画期間として地区住協を
中心に第三次地域福祉活動計画を実践しています。年
度末には計画の進捗管理と評価を実施し次年度の活動
に繋げる協議をしました。

●地域福祉活動計画評価会議　地区住協63回

●地域福祉活動計画策定委員会　市策定員会1回、
　支所地域策定委員会6回

第三次地域福祉活動計画の推進

（1）社会福祉大会の開催
三好市において多年にわたり社会福祉の発展に

功績のあった方に対し表彰・感謝状の贈呈を行い
ました。

　  ●表彰　個人22名、感謝状　個人6名　3団体

（2）社協広報みよし　年4回発行　

（3）ホームページの開設

（4）福祉・ボランティア広報

　  ●ケーブルテレビ動画放送

　  　　　　　　　　　62回
　  ●作品募集　46点
　  ●地域福祉活動パネル展
　  　　　　　　　計100日

福 祉 啓 発 ・ 広 報 活 動

（1）居宅介護支援事業

（2）訪問介護事業（訪問型サービス）　

（3）訪問入浴介護事業（予防訪問入浴介護）

（4）通所介護事業（通所型サービス）

（5）訪問看護事業（予防訪問看護）

介 護 保 険 事 業

（1）レク用具等貸出物品数404品

（2）会議室等施設の貸出件数121件　

（3）福祉関係団体への車両貸出件数15件

物 品 等 貸 出 事 業

（1）障がい者ホームヘルパー派遣事業

（2）障がい者デイサービス事業

障 害 者 総 合 支 援 事 業

　各地区住協ごとに、地域にお住いの要援護者の実態
把握を行い、いざ！の際に効果的に対処できるよう情
報共有を行っています。また、必要な福祉情報を提供す
るとともに各地域の状況把握も行っています。

●ささえあいネットワーク会議　市内地区住協63回

ささえあいネットワーク事業

（1）三好市介護予防普及啓発事業
　　（きらめき元気アップ教室の実施）

（2）障害者移動支援事業　

（3）地域いきいき事業
　　高齢者の介護予防の普及啓発

（4）障害者社会参加促進事業

　　●自発的活動支援
　　●声の広報等発行
　　●スポーツ・レクリエーション教室開催
　　●手話奉仕員養成

受 託 事 業 関 係

　介護予防・日常生活
支援総合事業の推進
のため高齢者の生活
支援・介護予防サービ
ス提供体制の構築に
向けて活動しました。

●地域への活動支援
　情報交換等17回、参加者123名

●ニーズ調査等
　通いの場把握・高齢者ニーズ調査171件

●生活支援サポーター養成講座
　3会場各1回開催、受講修了者33名　

●フレイルサポーター養成講座
　開催１回6会場、受講終了者90名

生 活 支 援 体 制 整 備 事 業

各 支 所 独 自 事 業

　個人や企業等からの一般寄付、また香典返しやチャ
リティー収益の一部等を善意銀行を通して地域福祉活
動に役立てました。

●寄附件数32件、金額1,486,779円

善 意 銀 行 の 運 営

　低所得者世帯や障がい者世帯、高齢者世帯等に対し
資金貸付と相談支援を行い経済的自立や社会参加の促
進を図りました。

●相談援助　382件、本則貸付　32件（3月末）
●特例貸付（コロナ対策）申請　132件、貸付　107件

生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業

　精神及び知的障がいのある方を対象にＥＭボカシづ
くりやしいたけ栽培等の作業をボランティアと一緒に
実施し自立支援を行いました。

●利用者　6名、開所　230日、延通所人数　655人

障害者地域共同作業所 「愛生」 運営

　社協の活動理念や取り組み等にご賛同いただき社協
が行う地域福祉活動に財政的支援をいただく住民会員
制度を周知し、広く住民や団体、企業の皆さんからご協
力いただきました。

●一般会員加入率　約47％（R4年3月末世帯数で算出）
　　特別会員　175件、団体会員　76件
　　　　　　　　　　　　　　　　合計7,881,000円

住 民 会 費 制 度

　障がい等により判断能力が十分でない方の福祉サー
ビス利用に関する援助や日常生活上での金銭管理を行
いました。

●相談・援助件数1,314件　契約件数42件

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業

　市内に組織されている63地区住協では、旧町村ごとに連合会を設置して定期的に
情報交換を行いました。また、各地区住協が策定した第三次地域福祉活動計画に基づ
き、地域の交流活動や健康増進のための取り組み、要援護者把握のためのネットワー
ク会議等、自主的に行われる活動を支援しました。

●ふれあいいきいきサロン 1,316回開催、9,609人参加
●見守り体制の構築　54地区
●地区住協連合会活動　６回　など

地 域 福 祉 活 動 の 推 進 （ 地 区 住 協 活 動 支 援 ）

　生活を送るうえでの困り事や悩み等の相談をお受け
し、解決のお手伝いをしました。

●一般相談　開設日数146日、受付135人
●法律相談　開設日数12日、相談件数22件

福 祉 総 合 相 談 事 業

ボランティアセンター事業

金をはじめ、市からの補助金や委託料、県共同募金会からの配分金、また介護保険

令和３年度事業・決算 概要報告
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社協賛助会費にご協力をお願いします。 令和3年度 三好市社会福祉協議会収支決算（概要）

評議員退任・選任のお知らせ

苦情解決第三者委員退任・選任のお知らせ

～みなさまの会費が地域の福祉を支えます～

いただいた会費は、次のような事業に使わせていただきます。

⑤

　社会福祉協議会では、「住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を目指し、地域に必要
とされる “社協 ”となるために地域福祉活動を積極的に展開しています。
　地域福祉活動を推進するための財源は、みなさまからの賛助会費によって支えられています。8月は会員増強
月間として会員募集のお願いにうかがいますので、多くの方に会員になっていただき運営にご協力くださいま
すようお願いいたします。

賛助会員年会費（一口）
一般会員

団体会員※

特別会員

1,000円

5,000円

10,000円

※各種福祉団体による会費

広報啓発研修等による福祉の充実
●地域リーダー養成研修福祉教育
●ボランティア養成講座サロンリーダー
　　　　　　　　　　　　　　　　養成研修
　多くの団体やボランティアと連携して社
会福祉の更なる充実に向けた取り組みとし
て開催しています。地区住協で活躍している方の研修や担い手の発掘･育
成のためのリーダー養成研修を開催しています。

住民主体による福祉活動への支援
●市内63地区住協助成事業
●地区住協研修事業
　市内63の地区住協へ活動費の助成を
行っています。地区住協では、いきいきサ
ロンや災害に備えた救助訓練、ひとり暮ら
し高齢者等への見守り活動など、助成金を財源として地域の特色を活かし
たさまざまな事業を実施しています。

ボランティア活動の振興と充実
●福祉・ボランティアふれあい市民フェスタ
　多くの地域福祉団体やボランティアが連
携して、社会福祉の更なる充実に向けた取
り組みとして開催しています。

（ご協力ありがとうございました）

令和3年度の
賛助会費

7,881,000円

内 訳

一般会員　5,721,000円

団体会員　　390,000円

特別会員　1,770,000円

募集 赤い羽根共同募金について
（歳末たすけあい募金）

赤い羽根は小さなこと
をたくさんしています。

ひとり、ひとりのやさしさが、 あなたの住む町を、もっとやさしくしてくれます。
　赤い羽根の募金活動は、地域の人のやさしい気持ちを集める活動です。
今年も10月1日から赤い羽根共同募金が始まります。たくさんの皆様の
あたたかいお気持ちをお寄せください。

募金はどのように使われるの？
　高齢者配食サービス、ボランティア活動支援、見守り訪問、相談等の
いろいろな活動の事業費として活用し、地域に還元しています。

単位：円

勘定科目 金　額
流動資産 158,351,463
現金預金 35,258,199
事業未収金 22,688,808
未収金 74,834,081
未収補助金 25,343,344
立替金 73,036
前払金 53,377
前払費用 100,618

固定資産 380,459,701
基本財産 44,544,639
建物 38,445,980
建物付属設備 98,659
定期預金 6,000,000
その他の固定資産 335,915,062
機械及び装置 19,180
車両運搬具 3,719,130
器具及び備品 539,895
ソフトウェア 183,334
退職手当積立 248,769,470
退職給付引当資産 9,500,060
財政安定化積立資産 72,981,183
リサイクル預託金 202,810

資産の部合計 538,811,164

勘定科目 金　額
流動負債 91,222,101
事業未払金 88,545,874
預り金 129,625
職員預り金 2,546,602
固定負債 343,908,920
退職給付引当金 343,908,920

負債の部合計 435,131,021

勘定科目 金　額
基本金 6,000,000
基本金 6,000,000
国庫補助金等特別積立金 2,642,768
国庫補助金等特別積立金 2,642,768
その他積立金 72,981,183
財政安定化積立金 72,981,183

次期繰越活動増減差額 22,056,192
次期繰越活動増減差額 22,056,192

（うち当期活動増減差額） △5,494,792
純資産の部合計 103,680,143
負債及び純資産の部合計 538,811,164

資  産  の  部 負  債  の  部

純  資  産  の  部

賃　貸　対　照　表　【令和4年3月31日現在】

収　支　決　算

収入合計
496,047,600

（円）

会費収入
7,881,000

障害福祉サービス等
事業収入
5,372,007

寄附金収入
1,576,779

負担金・分担金収入
33,884,893

介護保険事業収入
167,462,905

受託金収入
26,040,734
受託金収入
26,040,734

その他の収入
54,923,449
その他の収入
54,923,449

事業収入
3,833,175
事業収入
3,833,175

雑収入
25,580,273
雑収入
25,580,273

前期未払金資金残高充当
16,288,485

前期未払金資金残高充当
16,288,485

補助金収入
153,203,900

支出合計
496,047,600

（円）

負担金支出
33,670

事務費支出
33,860,612

固定資産取得支出
220,000
その他の支出
18,936,550

事業費支出
18,080,273
助成金支出
6,420,650
授産事業支出
661,530

共同募金配分金
事業費支出
907,857

人件費支出
416,926,458

　令和4年6月13日に本会理事会並びに評議員選任・解任委員会が行われ、新しく評議員に次の方が選任されました。
（任期：令和4年6月13日から令和6年度決算審議を行う評議員会の終結日まで）　　　　　　　　　　　　（敬称略）

選出区分 退任者氏名 就任者氏名 備　考
地　域　代　表 金　村　照　一 岡　本　好　美 地域福祉団体役員

社会福祉行政機関の役職員 滝　川　重　夫 大　西　利　恵 三好市環境福祉部長

　令和4年6月13日の本会理事会において、東祖谷地区民生委員・児童委員協議会会長退任・就任に伴う第三者委員
の選考が行われ新しく次の方が選任されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

選出区分 退任者氏名 就任者氏名
東祖谷地区民生委員・児童委員協議会会長 中　谷　正　雄 岸　　　光　人
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　6月5日、地区住
協・消防団合同防
災講座が実施され
「土砂災害と避難
所の新型コロナウ
イルス対策」につ
いて研修しました。
講座終了後には、
「元木道夫チャリ

ティーコンサート」が開催され、その収益金は、
地域活動活性化を目的に消防団並びに立石・
井内・かいな地区住協にご寄付されました。

地域の元気を  お届けします!

⑥

三好市ボランティアセンターからのお知らせ

⑦

三好市生活支援サポーター養成講座  -第7回-

夏のボランティア体験2022

食育事業・ボランティア育成事業

～ご協力頂ける方を募集中です～

「わくのびタ～イム」

ボランティアのカタチは様々です。
コロナ禍でもできることはたくさんあります。
この夏、新しいことにチャレンジしてみませんか？

　地域でどのように支え合えば自分らしく暮らし続けることができるのか、「地域の居場所」と「出番（社会
参加）」をキーワードに、介護予防と生活支援体制の推進を目的として開催します。

　平成30年度から6回講座を開催し484名の生活支援サポーターが誕生しました。今後も、地域の皆さんが
参加しやすい場所で受講できるよう、各地域での開催を予定しています。
　これからの自分の生活や地域のことを考えるきっかけや仲間づくりに、お誘いあわせの上ご参加ください。

　これまで中学生を対象に夏休み中のボランティア体験を支援してきましたが、参加対象を拡大し、
小学生から大人の方も参加できるプログラムを用意しました。お一人でも、ご家族でも、初めての方でも、
どなたでもお気軽にお問合せください。
●申込期間　7月20日（水）正午まで
●活動期間　7月21日（木）～8月31日（水）
【参加の流れ】
①活動を決める
　プログラム一覧を確認し、活動したいプログラムを決める。

②申込を行う
　申込フォームから必要事項を入力し送信。
　受付確認後、センターからの「受付完了のおしらせ」メールを
　受け取り申込完了です。

③いざ、ボランティア体験！

　　　　　　　　　　　お電話でのお問合せ・お申込みは、三好市社会福祉協議会（☎72-5715）まで。

　子どもから大人まで、世代をこえたわくわくお料理・のびのびレクリエーションで楽しい時間を一
緒に過ごせる「わくのびタ～イム」の準備会を7月28日（木）午前10時に三野老人福祉センターで
実施します。自分たちで「わくのびタ～イム」が楽しくなるような企画づくりから携わってくれる方
を募集します。子どもから大人まで老若男女問いませんので、お気軽に三好市社会福祉協議会三野支
所（TEL77-2882）までご連絡ください。

プログラム一覧→

申込フォーム→

急募！

募集

＜日程＞
　 A講座   B講座 場　　所

7月20日（水）　7月27日（水） 三野老人福祉センター

7月21日（木）　7月28日（木） 東祖谷歴史民俗資料館

7月22日（金）　7月29日（金） 三好市井川支所

7月26日（火）　8月 2日（火） 西祖谷老人福祉センター

8月 1日（月）　8月 8日（月） 三好市社協 池田支所

8月22日（月）　8月29日（月） 三好市山城支所

●対象者  三好市内在住で、地域に何か貢献
したいと思っている方

　　　　　地域の担い手として取り組みた
いと思っている方

●時　間　13：00～17：00　
●定　員　各会場　30名　
●参加費　無料
●申込先　市社協各支所（8P参照）
●その他　A講座・B講座を受講してくださ

い。（免除制度有り）

池田地区住民福祉協議会1区～ 4区（池田）

立石・井内・かいな地区
住民福祉協議会（井川）

　同日、地域防災・防犯
講座を開催しました。防
災対策や詐欺被害防止の
心得等の講座を受けた地
区住協役員・自主防災会
役員の皆さんを中心に地
域一丸となっての防災力・
防犯力向上を目指します。

なでしこ地区住民
福祉協議会（井川）

清水ささえ隊（三野）

ふれあい・いきいきサロン開催

第三次地域福祉活動計画の重点事業

安全で安心豊かなまちづくりを目指して！

合言葉は「お互いさま」の清水ささえ隊

　5月30日、日頃の運動不足の解消と美化活
動を兼ねて14名が参加し、ウォーキングをし
ながらゴミ拾い運動を行いました。1区から4
区それぞれの区内で活動をスタートし、住民同
士の交流を図りながらゴールの市役所環境課
をめざしました。すべての参加者がゴールに
集まると、にぎやかな話し声が聞かれるなど、
顔なじみの輪が広がる機会となりました。

河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）河内地区住民福祉協議会（山城）

コロナ禍でもできること

　「コロナの影響で、地域交流の機会が激減し
ている。このままでは、コロナが収まったとし
ても、地域での活動ができなくなってしまう。」
との危機感から、河内地区では、コロナ禍でも
できる活動を検討し、屋外での事業を実施して
います。
　昨年11月には、初の試みとしてウォーキン
グ大会を計画し、40人を超える住民が参加さ
れました。単に地域を歩き交流を深めるだけ
でなく、豪雨被害の復旧作業の現場や危険箇所
の確認をしながら歩けるコースを設定しまし
た。災害への備えの必要性について考えると
ともに地域の交流をつなげていく良い機会と
なりました。

　地域の方の困りごと解決のお手伝いを目的
に清水ささえ隊は平成31年に発足し活動をし
ています。5月20日は隊員4名で個人宅の樹
木の撤去を行いました。隊員たちは依頼者の
喜びの声を聞くことで、喜びとやりがいを感
じ、お互いさまの活動を続けています。




